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ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html



幸区
トリビア

新幹線の自動改札機は、幸区内で設計されたものが全国シェア100％。幸区役所が開催し
た「鉄ハグ2022 ～鉄道でハグくむ幸～」での展示も、新幹線の自動改札機が目玉だった。

幸区がシェア100%？
かつて、鶴見川・矢上川あたりまでは海で、加瀬山は小島のようだった。加瀬山南東では
貝塚が発見され、人が暮らしていたと考えられる。発掘された貝の９割はハマグリだった。

加瀬山は島だった？
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加
瀬
山

築
城
を
考
え
た
太お

お

田た

道ど
う
か
ん灌

の
悪
い
夢
か
ら

夢
見
ヶ
崎
動
物
公
園
の
名
前
が
？

　

新
鶴
見
操
車
場
跡
か
ら
西

に
向
か
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
山

登
り
。
階
段
の
段
差
の
と
こ

ろ
に
動
物
の
足
跡
マ
ー
ク
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
な
に

が
待
っ
て
い
る
の
か
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、
標
高
30ｍ
余

の
加
瀬
山
の
上
、
夢
見
ヶ
崎

公
園
に
到
着
。

　

か
つ
て
は
こ
こ
か
ら
東
京

湾
を
一
望
で
き
た
と
い
う
。

ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
現
在
は
さ

す
が
に
そ
れ
は
か
な
わ
な
い

ま
で
も
、
広
い
範
囲
を
見
渡

せ
て
気
持
ち
が
い
い
。
な
る

ほ
ど
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
ゆ
え
に
夢
見
ヶ
崎
と
い
う
素
敵
な
名
前
が

付
い
た
の
か
、
と
勝
手
に
感
心
し
て
い
た
ら
、
ま
っ
た
く
の
勘

違
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
江
戸
城
を
築
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
太
田
道
灌
は
、
こ
の
地
に
築
城
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し

あ
る
晩
、
自
分
の
兜
を
鷲
に
持
ち
去
ら
れ
る
と
い
う
縁
起
の
良

く
な
い
夢
を
見
て
、
断
念
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
夢

見
ヶ
崎
と
命
名
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
の
だ
。

　

太
田
道
灌
の
時
代
の
は
る
か
昔
か
ら
、
加
瀬
山
は
人
々
に
愛

さ
れ
た
よ
う
だ
。
公
園
内
に
「
加
瀬
台
古
墳
群
」
と
題
し
た
説

明
プ
レ
ー
ト
が
立
っ
て
お
り
、
古
墳
発
掘
調
査
の
様
子
の
写
真

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で

も
11
も
の
古
墳
が
築
か
れ
て
い
た
。
４
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀

に
そ
の
使
命
を
終
え
た
。
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
に
、
信
号

場
と
し
て
の
機
能
を
残
し
て
貨
物
区
は
廃
止
。
長
距
離
貨
物
列

車
の
発
着
は
あ
る
も
の
の
、
広
大
な
貨
物
区
は
更
地
と
な
っ
た
。

　

跨
線
橋
を
下
り
て
左
折
し
、
南
に
向
か
っ
て
歩
い
て
み
た
。

道
路
の
左
側
に
は
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
、
一
方
の
右
側
に

は
一
戸
建
て
な
ど
が
並
ぶ
。
歩
く
こ
と
数
分
。
左
手
に
「
新
川

崎
・
創
造
の
も
り
」
が
見
え
て
き
た
。
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
に
川
崎
市
と
慶
應
義
塾
大
学
の
連
携
に
よ
り
開
校
し
た
K２

（
ケ
イ
ス
ク
エ
ア
）
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
が
あ
り
、
産
学

官
地
域
連
携
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

川
崎
市
は
今
、
緑
化
と
最
先
端
技
術
研
究
の
拠
点
と
し
て
再

開
発
を
進
め
て
お
り
、
将
来
が
楽
し
み
だ
。

後
半
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

白
山
古
墳
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
秋あ

き
く
さ
も
ん
つ
ぼ

草
文
壺
は
、
川
崎
市
唯
一

の
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
縄

文
〜
弥
生
時
代
。
そ
の
頃
の
貝
塚
等
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
で
縄
文
・
弥
生
時
代
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま

れ
、
近
代
に
お
い
て
は
臨
海
工
業
地
帯
を
支
え
る
物
流
拠
点
と

な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
は
、
先
端
技
術
の
拠
点
と
し
て
変
わ
り

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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新
鶴
見

操

場
車

跡

東
京
ド
ー
ム
17
個
分
も
あ
る

東
洋
一
の
操
車
場
跡

　

Ｊ
Ｒ
新
川
崎
駅
の
改
札
を
出
て
す
ぐ
の
鹿か

島し
ま

田だ

跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
は
、

多
く
の
貨
物
列
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。

「
金
網
越
し
に
珍
し
い
電
気
機
関
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が

見
え
る
の
で
、
撮
影
す
る
人
が
多
い
ん
で
す
よ
」

　

と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、

幸
区
役
所
の
大
野
裕
海
子
さ

ん
。
こ
の
一
帯
に
は
か
つ
て

東
洋
一
と
う
た
わ
れ
た
新
鶴

見
操
車
場
が
あ
っ
た
。
臨
海

部
に
あ
る
工
業
地
帯
と
全
国

各
地
を
行
き
来
す
る
貨
物
列

車
操
車
の
た
め
、
１
９
２
９

（
昭
和
４
）
年
に
完
成
し
、

そ
の
面
積
は
約
80
ヘ
ク
タ
ー

ル
！　

な
ん
と
東
京
ド
ー
ム

17
個
分
も
の
広
さ
だ
っ
た
の

だ
。
最
盛
期
に
は
１
日

５
０
０
０
両
も
の
車
両
を
操

車
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
が
主
流
と
な
る
と
と
も
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夢
見
ヶ
崎

動

公
物

園

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
も
シ
マ
ウ
マ
も

無
料
で
会
い
に
行
け
る

　

公
園
の
先
を
奥
に
進
ん
で
い
く
と
、
目
の
前
に
現
れ
た
の
は

緑
の
ト
ン
ネ
ル
。
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
が
数
十
ｍ
に
渡
っ
て
左
右

２
列
に
植
え
ら
れ
、
そ
の
枝
が
上
方
で
重
な
る
よ
う
に
連
な
っ

て
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

童
心
に
返
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
先
を
進
む
と
、
な
ん
の

前
触
れ
も
な
く
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
と
御
対
面
！　
加
瀬
山
に
は

夢
見
ヶ
崎
動
物
公
園
が
あ
る
が
、
入
場
料
無
料
の
た
め
、
特
に

出
入
り
口
も
な
い
。
気
が
付
け
ば
動
物
た
ち
の
園
舎
の
前
に
、

着
い
て
い
た
と
い
う
次
第
。

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に

動
物
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
た

の
が
始
ま
り
で
、
入
場
者
の

５
割
を
占
め
る
乳
幼
児
連
れ

の
家
族
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

「
昨
年
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た

が
、
目
標
の
約
６
倍
の
寄
付

と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」と
大
野
さ
ん
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
幸
区

が
子
育
て
世
代
に
支
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

か
わ
さ
き
マ
イ
ス
タ
ー
の
印
刷
技
能
士
・
流
石
栄
基
さ
ん
に
よ
り
、

昔
の
川
崎
の
白
黒
写
真
20
作
品
を
カ
ラ
ー
で
再
現
し
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
ま
し
た
。

白
黒
写
真
カ
ラ
ー
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

操車場はあまりにも広大だったために、完成後は地元住
民たちの生活に多大な影響を与えた。たとえば当時の小
倉村は地域が２分割され、東小倉と西小倉に分かれた。
両者を行き来するには、江ヶ崎・小倉・鹿島田という３
つの跨線橋を渡るしかなく、村民は大変不便だった。

1960
2022

カラー化写真

加瀬山を登りきると、長さ約750ｍ、幅約150ｍの平
坦な土地が広がる。明治時代から第二次世界大戦まで
の戦没・戦災死者を祀った慰霊塔が建つ。動物園を越
えて奥まで進むと、富士見デッキという展望台、遊具
が設置された広場もあり、親子連れが遊んでいた。

1954
2022

カラー化写真

提供：小串嘉男氏
提供：神奈川県公文書館（所蔵）

夢見ヶ崎動物公園は、
川崎市内唯一の動物
園。比較的小型の動物
が多く、子どもたちか
ら人気のシマウマやフ
ンボルトペンギン、ピ
ンクフラミンゴなど約
60種類、約400点の
動物を見学できる。入
園料無料で年中無休。

創造のもりでは、K２タ
ウンキャンパスの他、か
わさき新産業創造セン
タ ー（KBIC） が あ り、
同本館、ナノ・マイクロ
産学官共同研究施設
（NANOBIC）、産学交流・
研究開発施設（AIRBIC）
といった施設で研究が進
められている。

白山古墳周辺から発掘
された秋草文壺は、平
安時代に作られた壷。
高さ42㎝ほどで、ス
スキ、ウリ、ヤナギと
いった秋草やトンボの
文様が描かれている。
慶応義塾が所有し、東
京国立博物館に寄託さ
れている。

新鶴見
操車場

夢見ヶ崎
公園

加瀬山は縄文時代には島でした。貝塚も発見され、太
古の昔から住みやすい環境がこの地にはあったと分か
ります。現在の幸区も工場跡地の再開発などを経て、
とても人の住みやすい街になってきました。

縄文時代から
この地に人々が
暮らし続けた理由とは？

区幸

案内人はこの方

幸区役所
まちづくり推進部

企画課

大野裕海子さん

新鶴見操車場

夢見ヶ崎
動物公園

加瀬山

1

32

多摩川

子育て世代にも
暮らしやすい
幸区です


